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大盛況のもと終了！ 令和５年度喜多方高校小文化祭
文化祭実行委員の皆さんの企画・運営力、そして生徒の皆さんの協力体制のもと「文化の部」「ス

ポーツの部」いずれにおいても大盛況を収め、暑いさなかではありましたが、若さあふれる２日間と

なりました。

「文化の部」においては、文化部の発表のみならず、有志のバンド演奏やダンス披露、音楽選択者

による合唱などがあり、時の過ぎるのも忘れるほど楽しむことができました。特に音楽選択者総動員

での合唱曲『群青』の大合唱は圧巻でした。作曲は小田美樹さん(南相馬市立小高中学校の元音楽教

諭)、作詞は震災直後に小高中学校に在籍していた生徒さんで、ふるさとの"青い海"と"青い空"をイ

メージした曲だそうです。

また、「スポーツの部」では、４種目の球技(バレーボール・ドッジボール・卓球・バドミントン)

と大縄跳びが実施され、連日白熱した試合が繰り広げられました。通常の授業では見ることにできな

い生き生きした笑顔で体育館内があふれていました。「スポーツの部」の学年別対抗戦の総合点順位

は下記のとおりです。

２年生「スポーツの部」結果(学年対抗)

１位:２年１組 2位:２年５組 ３位:２年４組

今回の小文化祭をとおして、自分自身の役割に対する責任感や行動力がいかなるものかを客観的に

捉え考える機会を得た人も多かったのではないでしょうか。私たち教員としても、生徒の様々な側面

を発見する機会になりました。そして『君たちには、何かかができる！』ということを実感
しました。

あわせて、主体性・協働性・多様性を育むきっかけとなるであろう学校行事には意味があるという

ことを再確認しました。だから、準備から実施までの時間を費やしてでも行うのです。お疲れさまで

した！次の行事は『KITAKATA WALK』です。次も、本気で臨みましょう。
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今年度の小文化祭のポスターとして、「２年２組 猪越 望菜さん」の作品が採用され、閉会式

でも表彰されました。おめでとうございます。

【猪越望菜さんのコメント】

今回、私は小文化祭のポスターを描

かせていただきました。依頼された時

は、本当に私でいいのかなあと思いま

したが、多くの人に気に入ってもらえ

るようなデザインになるよう努力しま

した。完成して校内に飾られた時は達

成感でいっぱいでした。また、先生方

や友達からほめてもらうことができて

本当によかったと思いました。これか

らも、良いデザインを描けるよう頑張

りたいと思います。



高校３年間で

基本的生活習慣の確立を図る

◆企業が求める人材像(2022年 帝国データバンク調査より )

①コミュニケーション能力が高い ②意欲的である

③素直である ④誠実である ⑤明るい性格である

コミュニケーションの基本は『あいさつ』

当然のことながら、豊かな人間関係を構築していくためにコミュニケーション能力は重要です。

そして、そのコミュニケーションは、まず『あいさつ』から始まります。声を出してのあいさつが

十分にできない状況で「コミュニケーション能力の育成」と言ってみたところで机上の空論です。

例えば、学校生活の中で一対一の個別の場面では声に出してあいさつできるのに、一対多数になる

とあいさつを人任せにするといった場面が多々あります。どのような場面でも、爽やかなあいさ

つをしましょう。まずはコミュニケーションの土台を築くことです。

毎度のことですが・・・・『期限を守る』のは当然！

修学旅行前の健康調査票の提出期限は９月１日でした。しかしながら、期限を守って提出しない生

徒が学年全体で一定数(クラスによって多少あり)いました。この書類を回収して、次に仕事をする人

がいます。期限を守らないことでさまざまな人に迷惑がかかることをもう一度認識してください。こ

れも上記の「あいさつをする」ことと同様に社会人としての必須事項であり当然のことです。まもな

く成人になるのですから、当たり前のことを当たり前にできる人間になってください。

修学旅行まであと１ヶ月

１０月１７日(火)～１０月２０日(金)までの日程で、広島・京都方面修学旅行が実施されます。班

別自主研修の計画も完成しました(次号の学年だよりで各班の研修計画を紹介します)。今後、新幹線

の座席割りや宿泊先での部屋割りが完成し『修学旅行のしおり』作成にかかります。修学旅行のしお

りを手にすると、"いよいよ"という実感がわいてくるはずです。

今年度２学年の修学旅行ではコース別研修は実施せず、旅行団そろって広島と京都の世界遺産を巡

るという修学旅行本来の教育目的を踏襲した「学習旅行」を体験します。これまで「ＵＳＪに行きた

いなあ～。」という声が漏れ聞こえることもありましたが、個人で、広島～京都の文化・歴史探訪を

する機会は意外と少ないものです。そういった意味でも、この４日間は貴重な時間になると思います。

今後、各クラスの修学旅行委員が中心になって旅行の諸準備をします。委員ではない人たちも、事

前学習(下調べ) をし各自の興味関心を深めましょう。そうすれば楽しみや学びは倍加します。旅行

後に、単に「行った」「見た」のリストを増やすだけで終わってしまわないようにしてください。

高校時代の良き思い出になるように意識して参加しましょう。

【修学旅行引率者 ８名】

教 頭 小 野 拓 也(団 長） ２年４組担任 奥 真理子

２年１組担任 風 間 典 子(副団長） ２年５組担任 加 藤 憲 一

２年２組担任 中 村 和 人 ２学年副担任 江 本 恵

２年３組担任 斎 藤 秀 治 ２学年副担任 小 柴 知 一


